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令和７年度 非核都市宣言平和事業実行委員会 

 第３回議事録（要旨） 

 

日 時：７月１日（火）午後６時 30分～９時 20分 

会 場：かたらいの道市民スペース 

出席者：委員 14 名（中里委員長、横山副委員長、大上委員、山崎委員、杉田委員、

牛田委員、木岡委員、田村委員、北山委員、猿渡委員、高橋委

員、大野委員、林委員、根本委員） 

事務局：３名 

 

１ 開会 

・今回から参加する委員の紹介 

２ 議題 

（１）夏季平和事業について（案）【資料１-１、１-２】 

・事務局より、資料について説明。 

【委 員】著作権の確認が必要になると思うが、絵本は全て問題なく許諾がおりそうか。 

【事務局】絵本については、順位をつけて優先度の高いところから著作権の確認をして、

権利的に難しい絵本があれば省く予定である。 

【委 員】どのような形式で朗読会をする予定か。 

【事務局】書画カメラで絵本をスクリーンに写しながら、朗読を実施する予定である。 

【委 員】ギターの弾き語りをしながら、絵本を読んだり、他の何かと合体させて関心を

引くやり方もいいのではないか。 

【委 員】例えば学校の先生が、国語で短編を扱う時、それを話し合いのきっかけにして、

ワークショップ的に話し合いをしたり、別立てで意見交換するやり方を国語の

先生とかプロの講師の方だったら可能ではないかと思うし、できたらよいと思

う。 

【委 員】事業全体のプロデュースをする人を呼ぶ予算があるか。 

【事務局】予算については、相談が可能である。ただし、スケジュール等の確認が必要で

あると思っている。 

【委 員】映画上映会の後に、机を置いてみんなでその余韻を楽しむような時間を作るの

も良いのではないか。 

【委 員】絵本の朗読は、プロにお願いするのが良いと思う。 

具体的には、声優のプロダクションにお願いするのが良いのではないか。 

【委 員】参加型の事業は、コーディネートする人が必要であり、今からの準備はハード

ルが高いと思う。なので、現実的な見通しとしては平和や戦争をテーマとした

絵本を何冊か組み合わせての朗読会を実施するのが良いと思う。 

【副委員長】朗読会の中で双方向のコミュニケーションできる場面展開があると面白いと思

う。 

【委 員】双方向のコミュニケーションできる場面展開にする場合、大人が自分の主張ば

かりする可能性があるので、ルールを決める必要があると思う。 

【委 員】グループを作って双方向のコミュニケーションをやるのであれば、各グループ

をリードするファシリテーターのスキルが揃っていないといけないと思う。 
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【委 員】感想を言い合うだけであれば、コーディネートする人は、人の話を遮ったりし

ないようにするだけで良いので、高度なスキルは必要ないと思う。 

【委 員】色々なイベントに参加する経験から、感想をシェアする目的であれば、講演会

で最後に 5 分間だけ時間を取って、隣の人と話す時間を作れば良いと思う。 

【事務局】グループ分け等をすると参加のハードルが高くなる人もいるので、強制ではな

い方が良いと思っている。今回のイベントでは、爆弾の破片などをお借りして

展示しようと思っていて、去年は展示によって親子などで感想をシェアする場

になったので、今年も同様の効果が期待できる。 

【委 員】戦争体験者の方に絵本の感想を伺うというのもよいのではないか。 

【委 員】会場に模造紙と付箋を置いて、書きたい方がいればそこに感想を書いて貼って

もらうのもよいと思う。 

【委 員】ワークショップ型にするのも良いのではないか。 

 

朗読する絵本の選定 

⇒委員の皆様の投票による優先順位を決定 

 

 

（２）平和の日イベントについて（案）【資料２】 

・事務局より、資料について説明。 

【委 員】講師について、候補者等の資料はあるか。 

【事務局】前回の委員会終了後、皆様より候補のご意見がなかったため、資料としてご用

意はしていない。 

【委 員】戦後 80 年という節目なので、その体験を話すっていうことが難しくなって来た

時期でもあるので、できれば被爆体験とか武蔵野の空襲の体験を語ってくれる

人が望ましいと思う。 

【委 員】過去のイベントで候補になった方に一覧の資料を示してもらうことは可能か。 

【事務局】資料を作成して、次回委員会までに事前に皆様にお示しする。 

【委 員】過去の候補者の資料の話もあったが、委員会で票を取ると有名な人になりがち

で、そういう議論の進め方に少し抵抗がある。 

【委 員】会場の定員等を鑑み、予算のかかる方をお呼びするのは難しいかと思う。 

費用対効果を考えながら、検討する必要があると思う。 

【委 員】平和に関心がない方も楽しめるよう内容が良いのではないか。 

【副委員長】今回の意見と事務局の過去の候補者の資料を参考にして、次回委員会にて決定

する方向でよいか。 

⇒異議なし 

 

（３）研修会について（案）【資料３】 

・事務局より、資料について説明。 

日程と研修場所を以下に決定 

日程：９月 14 日（土） 

場所：丸木美術館 
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（４）その他 

・次回の委員会は、７月 22日（火）午後６時 30分～ かたらいの道市民スペースで開

催する。 

 

３ 閉会 


